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ムクロジってどんな生き物？
　
　志木高内であまり聞き慣れない名前の植物
が生長の一途をたどっています．
　それは樹木の一種ですが，｢今の｣本校敷地
の中にはなかったものです．今，本校東側にある
マンションは皆さんの大先輩が生活の拠点と
していた寮の跡地に建っていますが，地域の
方 に々よる緑地環境保護と昔ながらの思い出
を残すため，跡地にあった数種の樹木を本校
内に残しています．その一つが…
『ムクロジ（無患子）』です．その実を拾ってきて
「鉢植え」で実生から育てていました．
　この春，HR棟南側柿畑の片隅ではありますが，大地に移植しました．地面に移植したとたんに生長が
どんどん進んでいるのが目の当たりに伺えます．
　ムクロジの果実の皮には，サポニンという洗剤と同じ働きをする成分が含まれています．ムクロジの実を
拾う機会があったら，洗剤代わりに使ってみてください．さらに，男子校の皆さんにはあまり縁がないかも
しれないですが，正月の「羽根つき」の羽根の黒い球として用いられたとも言われています．
　一つの植物が種から発芽したときの感慨は一入（ひとしお）のものがあります．発芽して，今度はこれの成長
を見るのがまた楽しみです．皆さんも，これほど豊かな自然環境に恵まれた慶應志木高構内をおおいに
活用してください．
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Introduction

(Miyahashi)

初夏の吹雪

　6月の初旬から中旬，校内をフワフワと綿毛が飛ぶ．ピロティのそこここには綿毛が固まっている．天気の
良い日の野球場やサッカー場には綿毛の吹雪が舞う．志木駅のプラットホームにまで飛んでいっている．
膨大な量である．
　これらは，本校にあるわずか１本（本当は3本あるのですが，種子を飛ばすのはなぜか１本）のポプラの
樹が作り出した種（たね）です．野球場のトイレのそばに立つポプラの樹が種子を飛ばすのは年中行事で，
校舎内外で綿毛を目にするようになると，間もなく梅雨入りであることを感じます．北海道大学のポプラ
並木で有名なように本来，高緯度地域に生育することが多いようですが，なぜか本校内でも体育館横に
生えているプラタナスと双璧をなす巨木となっています．あれだけ膨大な種子を毎年飛ばしながら，校内
でその実生（要するに小さいポプラ）を見かけない，ということは種子が不稔（子孫ができない状態である
こと）であると考えられます．
　ポプラの，樹としての寿命は何百年も続くものではないようですが，まだ当面は目にすることができるで
しょう．

(Sugiyama)



志木の自然[卯月(４月)，皐月(5月)，水無月(6月)]

　4月20日の調査時に軟式庭球場南で『帯化奇形』のタンポポを見つけた．一時期，TVでも取り上げられたが，
花の茎が互いに癒着して極太の茎をつくる現象で，原因が今ひとつはっきりしない．本校は農薬散布もしない
ので，化学薬品による突然変異も考えにくい．
　前号で予測した渇水が早くも現実のものとなった．6月14日，毎日新聞の発表によると，首都圏の水瓶である
矢木沢ダムの貯水率が54%となり，例年13mの水深がある湖底が干上がっているらしい．

この限られた紙面では、名前の出ている植物や動物がどのようなものであるかをお示しする事は不可能です。
名前を手がかりにぜひ図書館で一度調べてみてください。

Plants [2007年4月～2007年6月までの記録]

(Miyahashi)

Grass
12ve Apr. 2007 カキドオシ，ムラサキサギゴケ，オニノゲシ，ムラサキカタバミ，ヤエムグラ，フデリンドウ開花
20th Apr. 2007 オオジシバリ開花．
29th Apr. 2007 スミレ，フタリシズカ開花．
13th May. 2007 アメリカフウロ，イヌガラシ，オオバコ，ツボミオオバコ，スイレン，ギシギシ，ニワゼキショウ，スズラン，アカバナ，
  コヒルガオ，スズメノテッポウ，トキワツユクサ，ムギクサ開花．
23rd May. 2007 ドクダミ，カモジグサ，ノミノツヅリ開花．
31st May. 2007 ハキダメギク，ノビル，アヤメ開花．
12ve Jun. 2007 ホタルブクロ，ヒメジョオン，ニワホコリ，エノコログサ，ヨウシュヤマゴボウ，ヤブガラシ，イシミカワ開花．
17th Jun. 2007 ネジバナ，ヒルガオ，ハエドクソウ開花．

Wood

【5/31】アンズ結実

【4/29】オニグルミ開花

【4/12】アカイタヤ開花

【4/12】カラタチ開花

【4/12】ヤマザクラ開花

【4/12】ヤマグワ開花
【4/12】アカシデ開花

【4/12】ハナミズキ開花

【4/20】サンショウ開花
【4/20】イチョウ開花
【4/29】シュロ開花

【4/20】コウゾ開花

【4/20】シラフジ開花
【4/20】ツツジ開花

【4/20】ミズキ開花
【4/29】ユズリハ開花

【4/29】ヤマボウシ開花

【5/5】ハリエンジュ開花

【5/5】キリ開花

【5/11】スズカケノキ開花

【5/11】エゴノキ開花

【5/11】ユッカ開花

【5/13】スイカズラ開花

【5/13】ムクノキ開花

【5/13】クロマツ開花

【5/13】
　　トキワサンザシ開花

【5/13】セイヨウボダイジュ開花
【5/13】カキノキ開花

【5/13】ナツミカン開花

【5/13】ノイバラ開花

【5/13】クリ開花

【5/13】マユミ開花
【5/13】ガマズミ開花

【5/13】イボタノキ開花

【5/13】
　　ムラサキシキブ開花

【5/23】ウツギ開花

【5/31】ネズミモチ開花

【5/23】サツキ開花

【5/31】マテバシイ開花

【5/31】アオギリ開花
【5/31】アカメガシワ開花

【6/12】アジサイ（生殖花）開花

【6/12】ユッカ開花

【6/12】シモツケ開花
【6/17】ナンテン開花

【6/17】ナツツバキ開花



(Higuchi)

Astronomy水星が合 (6/29)，木星が衝 (6/6)，金星と土星が急接近 (7/1 頃 )

　梅雨空の最中，なかなか星空を見ることはできませんが，惑星の視位置（地球からの見かけ
の位置）の話です．6月 29 日に太陽－水星－地球の順で 3つの惑星が一直線上に並びます．
これを「合」といいます．実は水星の合はそれほど珍しいことではありません．具体的に計算
してみましょう．水星は太陽の周りをおよそ 88日で一回りします．地球はおよそ 365 日です．
すると何日周期で一直線上に並ぶでしょうか．・・・答えはおよそ 116 日です（水星－太陽－
地球の順を入れると 58日）．ということは，合は年に 3回（6回）くらい起こるわけです．
　6月 6日に木星は衝の位置にきました．「衝」とは太陽－地球－木星の順で一直線上に並ぶ
ことです．衝の時期の木星は太陽の真反対にあるわけですから観望の絶好のチャンスです．
天文雑誌などでは「夜半の明星」といわれるほどで明るさは－2等星以上になり，都会の夜空
でもはっきり見えます．現在はさそり座の真っ赤な 1等星アンタレスと並んでいるので，晴れた
夜に見れば，たとえ水蒸気いっぱいの空であってもすぐに発見できるでしょう．この木星の公転
周期は約 12年なのでおよそ 1.1 年で一直線上に並びます．観測に向いているのは 1年のうち
数ヶ月といったところでしょうか．
　夕方の西空には宵の明星が出ています．これはつい先日 6月 9日に最大離角（太陽から最も
離れた視位置で日没時におよそ 47度の極大高度となる）になり，現在は徐々に太陽に近づいて
いますが，まだまだ－4等星ほどの明るさで輝いています．これも 8月 16 日には太陽に重なっ
てしまい（といっても太陽の少し上か下を通過し本当に太陽面を通過するのは稀），ほとんど
見えなくなってしまいます．この宵の明星のすぐ近くに金星ほどは明るくないのですが 0.5 等星
の土星がいます．これほど両者が接近するのは珍しいことです．地球から見て金星と土星が接近
するというのはどういう位置関係なのでしょうか．これは地球－金星－土星がほぼ一直線上に
並ぶということですね．それではどれくらいの周期でこの順に一直線上になるのでしょうか．
これは少し厄介な問題です．今回の場合もそうですが，3つの惑星が必ずしも中心（太陽）を
通らないこともあるからです．興味があったら考えてみてください．もっとも金星と土星がニア
ミスしても，本当に衝突することはないのですから心配する必要はありません．



宮橋　裕司 (Miyahashi)

鳥類・植物

植物・地質　他[&発行責任]

動物・環境

速水　淳子 (Hayami)

井澤　智浩 (Izawa)執筆・担当区分

天文・気象 樋口　　聡 (Higuchi)

一般向け自然観察会開催

　5月12日(土)に，一般の方を対象にした構内自然観察会を開きました．慶應志木高校は私立学校
ですが，志木市という場所にある以上，地域との関係を無視して存続できるものではありません．
一般の方に学校の内側を公開していくということも，これから大事になっていきそうです．本校
への関心の高さか，あまり熱心に広報していなかったにもかかわらず，３０名の一般参加があり，
地域のケーブルテレビの取材も入りました．
　これからもこのような試みを続けていく予定です．
【今後の予定】第２回：7/28(sat)．　第３回：9/22(sat)

(Miyahashi)

植物 杉山　貞夫 (Sugiyama)

カルガモ誕生

　2007年６月17日の朝，カルガモのひなが初めて確認されました（高橋警備員談）．今年も，無事10羽のひな
がふ化したようです（３日後には８羽になってしまいましたが）．彼らは雑食なので穀類や虫などを食べますが，
ミミズは好物です．ミミズを捕まえることができる諸君は挑戦してみてください．
　ひなの数が減ることについて，すこし寂しさを感じられるのであれば，その気持ちは大事にして欲しいと思い
ますが，悲しむ必要はありません．動物は，本能のレベルではヒトに比べてはるかに生命に執着していると言え
ますが，意識のレベルでは，ヒトよりも遥かに飄 と々自由に生きています．自然界で生きている限り，死ぬことは
ごく当たり前のことなのです．

(Izawa)

Biotope～農園便り～

　前回お話したとおり、ヒキガエルの幼生はみなカエルとなり去ってゆき、水田には今、アマガエルの幼生が
たくさん泳いでいます。もっと近づいて水中をよく見ると、お腹を上にして泳ぐ3cm位のホウネンエビの姿や
タマミジンコなどの微生物もたくさん見られます。水田は昔から生物の宝庫でした。日本では米作は2000年位
の歴史があるそうですが、後背湿地、つまり川の氾濫原にもともと水田はつくられました。このような場所は水
陸両方のたくさんの生物が住む場所でしたが、人が住むようになると真っ先に護岸工事などでなくなっていき
ました。そのためそこに住んでいた生物たちはそっくり水田に移住していったようです。それ以来、水田は人と
生物の共生の場となりました。ところが最近は農薬などを使うようになり、水田から生物が全く消え去ってし
まったのです。日本の象徴であったトキも、自然に生きていたというより、水田で生きていたのが、そこに住む餌
となる生物が激減したのが絶滅の直接の原因です。志木校の水田はもちろん無農薬で、かつての生物の宝庫
であった水田を再現したいと願っています。昨日はクロスジギンヤンマが産卵していました。もうすぐ水田にも
ヤゴが泳ぎだすのが見れるでしょう。皆さんも水田でいろんな生物をぜひ観察して、テスト疲れを癒してみては
いかがでしょうか。

(Miyahashi)

Birds


